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Ⅴ．特記事項 

1．きめ細やかな学生への対応とさらなる学生支援体制の強化 

本学は、予てよりガイダンス制度（担任制）を導入しており、学生は修学上や大学生活

の問題などをガイダンス担当教員に気軽に相談できる体制を取っている。また、30 年以上

前から学生の出欠状況調査を電算化しており、非常勤講師の科目も含めた全ての科目を対

象としている。教職員全員は、学生カルテにアクセスすることにより、学生のリアルタイ

ムな修学状況を確認することができ、修学状況の異変を早期発見することができている。  

また、平成 28（2016）年度から、さらなる中途退学者防止を目指し、学生支援体制を強

化した。学生の出欠状況を学生支援課が集計し、高欠席者及び低単位取得者を要ガイダン

ス指導対象者としてリストアップの上、毎週、担当教職員に情報提供することにより、年々

退学者は減少し、平成 27（2015）年度の退学者数が、令和 2（2020）年度には半数まで減

少することができた。 

 

2．コロナ禍におけるオンライン授業と情報環境整備 

令和 2（2020）年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、本学の教育・研究活動に

変革を迫られた年であった。本学では急遽、遠隔講義に対応するため全学生及び全教職員

分の Microsoft Teams を手配し、遠隔講義を導入した。遠隔講義の全ては双方向のライブ

配信方式で実施したことから、多くのデータ通信量を必要としたが、平成 30（2018）年度

に情報ネットネットワークを刷新し、高速専用線（10GBps）による情報通信基盤を確保し

ていたことや、工学部の情報工学系の若手教員が中心となって、短時間で 20 教室分の遠

隔講義システムを構築したことなどから、支障なく授業を実施することができた。 

また、ICT 利活用能力を向上させ、Society 5.0 社会に対応した高付加価値なモノを生み出

す人材を育成・輩出することを目的として、令和 4（2022）年度にノート PC 必携化導入を計

画していた。しかし、コロナ禍における遠隔講義の学生並びに教員の定着等の状況を踏まえ、

令和 3（2021）年度入学生から前倒しで導入するよう「情報設備更新計画」を見直し、情報教

育以外においても PC を活用した授業を展開している。 

 

3．学長査定特別教育研究事業によるカーボンニュートラルを目指した研究 

 本学は、学長の裁量により教員が提案した教育・研究・社会貢献事業等に学長が査定の

上、予算配当するシステムを導入している。申請部門は、重点教育部門、重点研究部門、 

課外科学技術事業部門、地域志向部門、SDGs 部門の 5 部門であったが、本年度は日本政

府が 2050 年までに二酸化炭素ネット排出量ゼロとする政策目標を表明したことから、「カ

ーボンニュートラル」を推進する部門を新たに追加した。この自然エネルギーの研究分野

は SDGs の寄与にもつながり、本学の研究の一つの柱になると考えている。既に工学部の

教員が中心となって、「機能付加型太陽光発電システムの開発」、「風力発電の効率化に関す

る研究」、「環境共生型消波ブロック波力発電システム」、「再生可能エネルギーによる変動

する発電システムに対する」、「省エネルギー電力変換に関する研究」が提案され採択され

ている。このカーボンニュートラル推進部門は、申請期間を延長しており、工学部、総合

システム工学科（機械工学分野、電気情報工学分野、土木工学分野）での技術の融合と脱

炭素社会に貢献できるよう研究を支援している。  


